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一
四

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
五
日

二　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
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算
定
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部
監
査
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し
た
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び
住
所

　
　

小
池　

伸
城　

　
　

仙
台
市
青
葉
区
上
愛
子
字
蛇
台
原
三
十
七
番
地
の
三
十

四　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

　
　

概
算
払

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
三
号

　

計
量
法
（
平
成
四
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お
り

実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

実
施
年
月
日

実　

施　

区　

域

検
査
受
付
時
間

実
施
の
場
所

平
成
二
十
八
年

六
月
七
日

加

美

町

宮

崎

午
前
十
時
半
か
ら

正
午
ま
で

加
美
町
役
場
宮
崎
支
所

　

同
六
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八
日

加

美

町

小

野

田

午
前
十
時
半
か
ら

正
午
ま
で

加
美
町
小
野
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
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仙
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仙
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仙
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セ
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す
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仙
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岩
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仙
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支
所
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月
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大

谷

午
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一
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で
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仙
沼
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大
谷
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民
館

　

同
六
月
二
十
二
日

気
仙
沼
市
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仙
沼
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鹿
折
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仙
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十
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仙
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市
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市
場
周
辺
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前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で

気
仙
沼
市
魚
市
場

　

同
六
月
二
十
四
日

気
仙
沼
市

小
泉
・
津
谷

午
前
九
時
か
ら

午
後
二
時
ま
で

気
仙
沼
市
本
吉
総
合
体
育
館

　

同
六
月
二
十
八
日

色

麻

町

全

域

午
前
十
時
半
か
ら

午
後
二
時
半
ま
で

色
麻
町
役
場
車
庫

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
四
号

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
九
条
第
二
項
で
準

用
す
る
第
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
中
間
管
理
機
構
の
事
業
の
特
例
に
関
す
る
規
程
の
変
更
を

承
認
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
地
中
間
管
理
機
構
の
事
業
の
特
例
事
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

　
　

公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社

　
　

仙
台
市
青
葉
区
堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号

二　

農
地
中
間
管
理
機
構
の
事
業
の
特
例
事
業
の
実
施
地
域

　

 　

宮
城
県
に
お
け
る
農
業
振
興
地
域
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
を
い
う
。）
の
区
域

三　

農
地
中
間
管
理
機
構
の
事
業
の
特
例
事
業
の
種
類

　

１　

農
地
売
買
等
事
業
（
法
第
七
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

　

２　

農
地
売
渡
信
託
等
事
業
（
法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

　

３　

農
地
所
有
適
格
法
人
出
資
育
成
事
業
（
法
第
七
条
第
三
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

　

４　

研
修
等
事
業
（
法
第
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

四　

承
認
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
五
号

　

農
地
中
間
管
理
機
構
公
益
社
団
法
人
み
や
ぎ
農
業
振
興
公
社
か
ら
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
認
可
の
申
請
が
あ
っ
た

の
で
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月
六
日
ま
で
、
次
の
と
お

り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

　
　

別
冊
の
と
お
り

二　

申
請
年
月
日

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
六
日

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
農
業
振
興
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
六
号

　

県
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

地　

区　

名

事　

業　

の　

名　

称

工
事
完
了
年
月
日

新
井
田
南
部

農
地
整
備
事
業

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
七
号

　

林
業
種
苗
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
生
産
事
業
者
の

登
録
を
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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登
録
番
号

生
産
事
業
者
の
氏
名

又
は
名
称
及
び
住
所

生
産
事
業
の
内
容

事
業
所
の
名
称
及
び

所

在

地

登
録
年
月
日

種　

穂

苗　

木

宮
城
第
二

百
八
十
七

号

栗
駒
高
原
森
林
組
合

栗
原
市
栗
駒
桜
田
街
道
西

十
一
番
地
九
十
六

 

幼
苗
の
育

成幼
苗
以
外

の
苗
木
の

育
成

栗
駒
高
原
森
林
組
合

栗
原
市
栗
駒
桜
田
街
道

西
十
一
番
地
九
十
六

平
成
二
十
八
年

四
月
十
二
日

宮
城
第
二

百
八
十
八

号

鬼
首
振
興
株
式
会
社

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字

原
三
十
五
番
地

種
穂
の
採

種
及
び
精

選

幼
苗
の
育

成幼
苗
以
外

の
苗
木
の

育
成

鬼
首
振
興
株
式
会
社

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首

字
原
三
十
五
番
地

平
成
二
十
八
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
蒲
の
沢
二
二
九
の
一
一

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

解
除
の
理
由

　
　

海
岸
保
全
施
設
用
地
と
す
る
た
め

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
十
九
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
損
害
等

補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
五
月
三
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

届　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　

事　
　
　
　
　

項

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

加　

入　

区

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条

第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同

組
合
の
名
称

縦　

覧　

場　

所

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
板
橋

五
十
三
番
地
二

 

高
橋　

泰
一

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
小
沼

三
十
八
番
地
一

 

及
川　

一
志

歌
津
町
加
入

区

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

石
巻
市
開
成
一
番
二
十

七

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
号

　

富
谷
町
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆
の

縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称　

三
・
四
・
二
百
十
三
号　

穀
田
三
ノ
関
線

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
十
一
号

　

旧
迫
川
右
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
三
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

高　
　

橋　
　

平　
　

勝　
　
　

公　
　
　

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
堀
内
字
北
竹
二
百
九
番
二　

　

名
取
市
堀
内
字
北
竹
二
百
十
番
地

 

株
式
会
社
フ
ク
ベ
イ
フ
ー
ズ　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

東
松
島
市
赤
井
字
中
浦
十
六
番
五
十
三　

　

東
松
島
市
大
塩
字
山
崎
六
番
地
一　

鷹
来
の
森
運
動
公

園　

応
急
仮
設
住
宅　

一－

一
号
室

 

原　
　
　

雅　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

 

　
　
　
　

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
高
柳
字
圭
田
二
百
五
十
一
番
一　

 

名
取
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
九
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
の
項
中
「
東
北
薬
科
大
学
病
院
」
を
「
東
北
医
科
薬
科
大
学
病
院
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
号

　

平
成
七
年
宮
選
管
告
示
第
八
号
（
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
の
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　

中
山
熊
野
堂
応
急
仮
設
住
宅
集
会
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

高
城
避
難
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字
町
東
二
二
〇
番
地
三

明
神
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
高
城
字
明
神
二
、
九
番
地

松
島
町
老
人
ひ
だ
ま
り
の
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
手
樽
字
元
手
樽
四
三
番
地
の
三

松
島
町
老
人
ふ
れ
あ
い
の
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
高
城
字
町
一
六
四
番
地

松
島
町
老
人
ほ
ほ
え
み
の
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
松
島
字
普
賢
堂
五
四
番
地
の
一
四

手
樽
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
手
樽
字
釜
地
前
一
番
地
一

松
島
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
竹
谷
字
鳶
ヶ
沢
七
番
地
二

松
島
町
農
村
婦
人
の
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
幡
谷
字
吉
崎
四
六
番
地
一

品
井
沼
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
幡
谷
字
鹿
渡
二
四
番
地
一
一

垣
ノ
内
集
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
松
島
字
普
賢
堂
五
四
番
地
一
四

小
石
浜
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
松
島
字
小
石
浜
二
三
番
地
三

蛇
ヶ
崎
集
会
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
松
島
字
蛇
ヶ
崎
右
七
番
地
二

高
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
高
城
字
町
五
〇
番
地
一

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
高
城
字
根
崎
二
九
番
地

帰
命
院
避
難
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
松
島
字
小
梨
屋
一
五
番
地
七
九

反
町
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
高
城
字
反
町
一　

八
番
地
四

華
園
集
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
磯
崎
字
華
園
一
一
三
番
地

白
萩
避
難
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
磯
崎
字
白
萩
一
六
四
番
地
一

手
樽
防
災
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
手
樽
字
早
川
東
一
四
番
地
三
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名
籠
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
手
樽
字
梅
ヶ
沢
三
六
番
地
二

古
浦
集
会
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
手
樽
字
七
十
里
五
九
番
地

三
浦
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
手
樽
字
才
ノ
神
三
五
番
地

左
坂
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
手
樽
字
左
坂
三
三
番
地
一

北
小
泉
・
下
竹
谷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
北
小
泉
字
芋
沢
七
〇
番
地
一

中
出
山
集
会
場　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
北
小
泉
字
境
五
九
番
地

滝
ノ
沢
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
北
小
泉
字
鴻
ノ
巣
四
九
番
地
九

後
小
泉
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
北
小
泉
字
要
害
七
五
番
地

蒲
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
竹
谷
字
上
前
三
〇
番
地
一

大
日
向
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
竹
谷
字
清
水
三
番
地
一

中
才
サ
ブ
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
竹
谷
字
中
才
二
五
番
地

萱
倉
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
竹
谷
字
萱
倉
一
四
番
地
二

上
竹
谷
生
活
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
竹
谷
字
沼
前
三
四
番
地
二

小
ヶ
谷
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
幡
谷
字
土
屋
沢
七
〇
番
地
二

品
井
沼
第
二
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
幡
谷
字
前
沖
五
七
番
地

中
通
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
幡
谷
字
片
蓋
三
五
番
地
三

上
幡
谷
生
活
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
幡
谷
字
千
刈
田
一
〇
番
地

根
廻
分
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
根
廻
字
桐
田
一
五
番
地
三

後
根
廻
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
根
廻
字
蒜
沢
二
五
番
地

初
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
初
原
字
的
場
二
一
番
地
一
四

上
初
原
支
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
初
原
字
樋
渡
三
一
番
地
二
二

桜
渡
戸
分
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

郡
同　

町
桜
渡
戸
字
土
井
下
三
四
番
地

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
一
号

　

次
の
政
治
団
体
は
、
政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
以
後
、
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
を
含
む
。）
の
た
め
に
、
寄
附
を
受
け
又
は
支
出
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
団
体
と
な
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の　

氏　

名

　
　
　
　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

阿
部
ひ
ろ
の
り
後
援
会

小
幡　

豊
次

鶴
巻　
　

勲

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
町
八

安
藤
仁
哉
後
援
会

安
藤　

信
光

安
藤　

秋
穂

大
崎
市
岩
出
山
下
一
栗
字
一
本
杉
四
八

板
橋
恵
一
後
援
会

設
楽　

三
郎

板
橋　

新
一

多
賀
城
市
笠
神
一－

一
二－

三
〇

一
條
光
後
援
会

一
條　

陸
郎

一
條　
　

光

加
美
郡
加
美
町
字
上
野
目
保
室
一
六

伊
藤
新
治
郎
後
援
会

鈴
木　

一
蔵

伊
藤
新
一
郎

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
町
八
六－

一

大
崎
・
誠
実
な
市
政
を
つ
く
る

市
民
の
会

小
原　
　

茂

佐
藤
美
智
子

大
崎
市
古
川
中
沢
堰
端
屋
敷
三

お
お
た
き
信
子
後
援
会

佐
藤　

義
郎

宮
野
よ
し
え

栗
原
市
築
館
下
宮
野
岡
田
一
二－

三

大
森
秀
一
後
援
会

大
森　

純
治

吉
田
日
出
男

石
巻
市
桃
生
町
樫
崎
字
荒
戸
八
一

小
野
寺
淳
一
後
援
会

大
沼　

恭
子

柴
田　

望
未

仙
台
市
宮
城
野
区
福
室
二－

八－

一
一－

一
一

一

小
野
寺
俊
朗
後
援
会

小
野
寺
俊
朗

小
野
寺
俊
朗

気
仙
沼
市
東
八
幡
前
一
一－

五

き
く
ち
文
博
政
経
懇
話
会

菊
地　

文
博

野
口
加
代
呼

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町
二－

三－

五
七

き
く
ち
文
博
連
合
後
援
会

菊
地　

文
博

野
口
加
代
呼

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町
二－

三－

五
七

く
ま
ざ
わ
孝
雄
後
援
会

熊
澤　

孝
雄

猿
田　

啓
子

仙
台
市
太
白
区
大
谷
地
二－

二
二

佐
々
木
金
弥
後
援
会

佐
藤　

春
男

佐
々
木　

昇

黒
川
郡
大
衡
村
大
衡
字
尾
西
四
〇－

二

佐
藤
門
哉
後
援
会

塚
本　
　

繁

佐
藤　

良
子

本
吉
郡
南
三
陸
町
志
津
川
字
城
場
一
三－

一

し
か
ま
英
夫
後
援
会

小
室
袈
裟
雄

宍
戸　

勇
男

白
石
市
小
原
字
西
二
五－

一

鈴
木
よ
う
こ
後
援
会

鈴
木　
　

努

鈴
木　

洋
子

亘
理
郡
亘
理
町
吉
田
字
流
一
四
六－

一
七
六

政
治
結
社
眞
志
會

赤
間　

昌
弘

赤
間　

昌
弘

仙
台
市
若
林
区
荒
井
字
矢
取
五
三－

三

大
日
本
眞
正
會

伊
藤　
　

進

伊
藤　
　

進

塩
竈
市
新
浜
町
一－

一
五－

七

髙
沢
春
光
後
援
会

石
沢　
　

保

金
塚　

孝
浩

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
円
田
字
沢
四
八－

二

髙
橋
て
る
よ
し
後
援
会

佐
々
木
定
義

髙
橋　

貞
行

黒
川
郡
大
郷
町
粕
川
字
新
三

高
橋
正
俊
後
援
会

佐
藤　

友
理

高
橋　

英
子

黒
川
郡
富
谷
町
成
田
五－

一－

一

中
里
亜
土
後
援
会

金
田　

正
秀

中
里　

亜
土

仙
台
市
青
葉
区
桜
ケ
丘
六
丁
目
四
一－

三

橋
本
け
い
い
ち
後
援
会

橋
本　

啓
一

橋
本　

保
男

仙
台
市
泉
区
南
中
山
三－

一
七－

二

村
上
よ
し
あ
き
後
援
会

鴇
田　
　

出

村
上　

善
昭

塩
竈
市
袖
野
田
三
一－

一
一

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
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委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

木
村
し
ん
い
ち
後
援
会

佐
々
木
秀
子

木
村
眞
知
子

角
田
市
角
田
字
町
一
七
九－

五

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
三
日

全
国
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
政
治
連

盟
宮
城
県
支
部

小
埜
寺　

宏

今
野　

良
敬

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三－

五－

二
二

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
五
日

地
方
自
治
を
推
進
す
る

会

沼
倉　

昭
仁

佐
藤　

初
雄

白
石
市
大
手
町
三－

一
〇

平
成
二
十
八
年

 

三
月
三
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 
宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
委 
員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
た
ば
こ
販

売
支
部

渡
辺　

初
男

会
計
責
任
者

の

氏

名

庄
司　
　

悟

佐
藤　
　

昇

平
成
二
十
八
年

 

一
月
三
十
一
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
と

き
わ
会
支
部

内
田　

浩
二

代

表

者

の

氏

名

内
田　

浩
二

吉
田　

幸
一

平
成
二
十
七
年

 

七
月
十
五
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
仙

台
市
太
白
区
第
一
支
部

佐
々
木　

心

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
八

本
松
一－

一
五－

二
三

仙
台
市
太
白
区
長

町
六－

一
五－

一

五

平
成
二
十
七
年

 
九
月
一
日

代

表

者

の

氏

名

佐
々
木　

心

佐
々
木
両
道

平
成
二
十
七
年

 

九
月
四
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
食

育
流
通
支
部

小
田
桐
道
洋

代

表

者

の

氏

名

小
田
桐
道
洋

今
野　

巳
吉

平
成
二
十
八
年

 

二
月
十
五
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
角

田
市
伊
具
郡
第
一
支
部

長
谷
川
洋
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

長
谷
川
玲
子

佐
藤　

秀
文

平
成
二
十
八
年

 

二
月
一
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

相
沢
和
紀
と
市
政
を
つ

く
る
会

石
黒　

康
二

代

表

者

の

氏

名

石
黒　

康
二

相
澤　

信
男

平
成
二
十
七
年

 

六
月
二
十
八
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

田
中　

真
紀

相
沢　

真
紀

相
沢
く
に
こ
後
援
会

小
野　

陽
子

代

表

者

の

氏

名

小
野　

陽
子

安
達　

貞
子

平
成
二
十
七
年

 

六
月
二
十
八
日

あ
べ
ま
さ
き
を
囲
む
会

宮
内　

弘
晶

会
計
責
任
者

の

氏

名

高
嶋　

啓
佑

阿
部　

則
子

平
成
二
十
八
年

 

二
月
一
日

石
巻
福
祉
環
境
政
策
研

究
会

杉
山　

裕
之

会
計
責
任
者

の

氏

名

磐
井　
　

徹

本
田　

充
史

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
四
日

氏
家
英
人
「
登
米
三
九

会
」

氏
家　

英
人

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

登
米
市
迫
町
佐
沼

字
南
元
丁
三
八－

一

登
米
市
迫
町
佐
沼

字
南
元
丁
三
九－

二

平
成
二
十
七
年

 

六
月
一
日

大
泉
の
り
子
後
援
会

佐
々
木
常
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
取
市
名
取
が
丘

二－

五－

四

名
取
市
名
取
が
丘

五－

二－

六

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
四
日

小
野
や
す
ひ
ろ
本
村
上

後
援
会

加
藤　

芳
雄

代

表

者

の

氏

名

加
藤　

芳
雄

伊
深　

克
己

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
日

柏
佑
整
後
援
会

佐
藤　

公
一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

塩
竈
市
清
水
沢
一

－

一
五－

一
五

塩
竈
市
新
浜
町
三

－

二
三－

六

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
九
日

幸
福
実
現
党
仙
台
南
後

援
会

細
川
三
紀
夫

会
計
責
任
者

の

氏

名

山
村
由
美
子

松
島　
　

崇

平
成
二
十
七
年

 

十
二
月
三
十
日

坂
本
義
也
後
援
会

坂
本　

義
也

代

表

者

の

氏

名

坂
本　

義
也

荒
川　

永
治

平
成
二
十
七
年

 

三
月
十
日

佐
々
木
心
後
援
会

長
田　

和
彦

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
八

本
松
一－

一
五－

二
三

仙
台
市
太
白
区
長

町
六
丁
目
一
五－

一
五

平
成
二
十
七
年

 

九
月
一
日

佐
々
木
哲
男
後
援
会

瀬
野
尾
廣
治

代

表

者

の

氏

名

瀬
野
尾
廣
治

村
上　

武
男

平
成
二
十
七
年

 

十
二
月
十
九
日

菅
原
福
治
後
援
会

菅
原　

祝
子

代

表

者

の

氏

名

菅
原　

祝
子

神
林　

春
昌

平
成
二
十
八
年

 

三
月
三
十
日

鈴
木
勇
治
後
援
会

鈴
木　

勇
治

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木　

公
至

佐
藤　
　

勝

平
成
二
十
八
年

 

一
月
一
日

地
域
政
党
富
谷
町
民
党

伊
藤　

嘉
樹

代

表

者

の

氏

名

伊
藤　

嘉
樹

相
澤　

嘉
樹

平
成
二
十
八
年

 

一
月
十
日

「
地
域
に
活
力
と
笑
顔

を
」
す
ど
う
哲
後
援
会

上
田
万
作
一

代

表

者

の

氏

名

上
田
万
作
一

目
黒　
　

弘

平
成
二
十
八
年

 

二
月
十
一
日

ち
ば
ま
さ
よ
し
後
援
会

阿
部　

稲
雄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
北
境
字
上

待
井
五
二－

一

石
巻
市
大
門
町
三

丁
目
四－

六
八

平
成
二
十
七
年

 

十
月
十
三
日

都
市
政
経
研
究
会

佐
々
木　

心

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
八

本
松
一－

一
五－

仙
台
市
太
白
区
長

町
六
丁
目
一
五－

平
成
二
十
七
年

 

九
月
一
日

二
三

一
五

代

表

者

の

氏

名

佐
々
木　

心

佐
々
木
両
道

平
成
二
十
七
年

 

九
月
四
日

中
山
耕
一
後
援
会

畑
谷　

敬
一

代

表

者

畑
谷　

敬
一

坪
子　

正
男

平
成
二
十
八
年



（7）　平成28年４月19日　火曜日 第2751号宮　　城　　県　　公　　報

の

氏

名

 

三
月
十
七
日

日
本
司
法
書
士
政
治
連

盟
宮
城
県
会

丹
野　

敏
夫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
宮
城
野
区

鉄
砲
町
東
四－

六

仙
台
市
宮
城
野
区

鉄
砲
町
二
四
五－

三

平
成
二
十
七
年

 

九
月
十
九
日

長
谷
川
洋
一
政
策
研
究

会
あ
ぶ
く
ま
会

長
谷
川
洋
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

長
谷
川
玲
子

佐
藤　

秀
文

平
成
二
十
八
年

 

二
月
一
日

畠
山
昌
樹
の
会

畠
山　

昌
樹

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の

区

分

国
会
議
員
関
係
政

治
団
体
以
外
の
政

治
団
体

法
第
十
九
条
の
七

第
一
項
第
一
号
に

係
る
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

平
成
二
十
八
年

 

三
月
一
日

馬
場
勝
彦
後
援
会

佐
藤　

頼
夫

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　

頼
夫

我
妻　

太
志

平
成
二
十
八
年

 

二
月
一
日

藤
原
益
栄
後
援
会

阿
部　

長
喜

代

表

者

の

氏

名

阿
部　

長
喜

中
田　

定
行

平
成
二
十
七
年

 

十
二
月
十
五
日

三
沢
茂
後
援
会

樋
口　

正
雄

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　
　

靖

鈴
木　

典
夫

平
成
二
十
八
年

 

一
月
十
日

宮
城
維
新
の
会

吉
田　
　

良

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
取
市
手
倉
田
字

八
幡
一
六
五－

三

二

名
取
市
大
手
町
一

－

六－

一

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
四
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

佐
藤　
　

浩

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　
　

浩

天
野　

忠
正

平
成
二
十
七
年

 

七
月
一
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　
　

浩

天
野　

忠
正

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

石
巻
か
ほ
く
支
部

澤
村　

文
雄

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
相
野
谷
字

本
屋
敷
二
七－

一

〇

石
巻
市
雄
勝
町
雄

勝
字
伊
勢
畑
五
八

－

四

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
二
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

栗
駒
鶯
沢
支
部

菅
原　

正
樹

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

栗
原
市
栗
駒
岩
ケ

崎
八
日
町
六－

一

栗
原
市
栗
駒
岩
ヶ

崎
四
日
町
四
六

平
成
二
十
七
年

 

六
月
一
日

代

表

者

の

氏

名

菅
原　

正
樹

菊
地　

保
行

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

蔵
王
支
部

佐
藤　

正
彦

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　

幸
則

尾
関　

定
法

平
成
二
十
七
年

 

六
月
二
十
五
日

宮
城
県
商
工
政
治
連
盟

多
賀
城
・
七
ヶ
浜
支
部

安
住　

政
之

会
計
責
任
者

の

氏

名

山
崎　

澄
義

山
王　

英
男

平
成
二
十
七
年

 

五
月
二
十
三
日

宮
城
野
創
政
会

田
村　
　

稔

会
計
責
任
者

の

氏

名

田
村　

温
子

加
藤　

誠
一

平
成
二
十
八
年

 

三
月
九
日

吉
田
良
後
援
会

吉
田　
　

良

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
取
市
手
倉
田
字

八
幡
一
六
五－

三

二

名
取
市
大
手
町
一

－

六－

一

平
成
二
十
八
年

 

三
月
二
十
四
日

渡
辺
ひ
ろ
ふ
み
を
支
え

る
会

渡
辺　

博
史

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
水

の
森
一－

二
五－

三
四

宮
城
郡
利
府
町
森

郷
諏
訪
前
五
七－

三

平
成
二
十
七
年

 

七
月
十
三
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
す
る
党
名
取
市
議
会
第
一
支
部

吉
田　
　

良

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
七
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

相
沢
た
だ
し
後
援
会

高
橋　
　

忠

平
成
二
十
八
年
三
月
十
日

阿
部
け
い
や
後
援
会

越
地　

光
雄

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日

安
細
隆
之
後
援
会

佐
藤　

哲
雄

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
日

大
槻
正
俊
と
共
に
21
世
紀
の
太
白
を
考
え
る
会

大
槻　

正
俊

平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日

大
庭
ま
さ
ひ
ろ
後
援
会

大
庭　

雅
寛

平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日

公
の
会

伏
見　

公
秀

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

小
野
絹
子
後
援
会

斉
藤
冨
美
子

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日

か
ま
た
実
後
援
会

八
島　

善
治

平
成
二
十
八
年
三
月
十
日

熊
谷
経
済
懇
話
会

熊
谷　

善
夫

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

熊
谷
よ
し
お
後
援
会

松
村　
　

守

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

坂
本
義
也
後
援
会

坂
本　

義
也

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
日

佐
藤
清
隆
後
援
会

内
田　

博
喜

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日

し
む
ら
新
一
郎
後
援
会

阿
部　

春
雄

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
二
日

鈴
木
昭
一
後
援
会

今
野　

昭
三

平
成
二
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日

高
橋
た
く
や
後
援
会

虎
川　

太
郎

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日

髙
橋
好
夫
後
援
会

高
橋　

宗
和

平
成
二
十
八
年
三
月
六
日

遠
田
の
未
来
を
つ
く
る
会

大
橋　

信
夫

平
成
二
十
七
年
八
月
十
二
日

中
村
い
さ
お
後
援
会

中
村　
　

功

平
成
二
十
七
年
八
月
十
二
日

中
村
善
吉
後
援
会

井
馬　
　

清

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
三
日

日
本
共
産
党
高
見
の
り
子
後
援
会

竹
下　

史
朗

平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
九
日

日
本
共
産
党
福
島
か
ず
え
後
援
会

佐
藤　

孝
三

平
成
二
十
八
年
三
月
十
五
日
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ふ
し
み
公
秀
の
会

伏
見　

公
秀

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

放
射
能
か
ら
子
供
を
守
る
市
民
の
会

石
橋　

章
子

平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日

真
壁
茂
信
後
援
会

真
壁　

茂
信

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
日

松
田
攻
治
後
援
会

千
葉　
　

啓

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
日

ま
つ
む
ら
敬
子
後
援
会

松
村　

敬
子

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日

み
ね
ぎ
し
淳
一
後
援
会

嶺
岸　

淳
一

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日

森
久
一
後
援
会

森　
　

久
一

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日

森
久
一
後
援
会

森　
　

茂
喜

平
成
二
十
八
年
三
月
十
八
日

谷
津
寿
彦
後
援
会

大
槻　

捷
一

平
成
二
十
七
年
十
二
月
一
日

夢
実
行
市
民
の
会
塩
竈
み
な
と
未
来

勝
又　
　

実

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
六
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

公
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
伏
見
　
公
秀

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 20解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

坂
本
義
也
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 14（
27. 12. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

佐
藤
清
隆
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 16（
26. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

鈴
木
昭
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 25（
26. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

ふ
し
み
公
秀
の
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 20解
散
）

１
　
収
入
総
額

166,134 

　
　
　
前
年
繰
越
額

2,457 

　
　
　
本
年
収
入
額

163,677 

２
　
支
出
総
額

166,134 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

163,677 

　
　
　
個
人
分

163,677 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

166,134 

　
　
　
事
務
所
費

166,134 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
伏
見
公
秀

163,677 仙
台
市
宮
城
野
区

放
射
能
か
ら
子
供
を
守
る
市
民
の
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 18（
26. 10. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

534,620 

　
　
　
前
年
繰
越
額

534,620 

２
　
支
出
総
額

0 

松
田
攻
治
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 14（
26. １

. 30解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 
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〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
七
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

森
久
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 18解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
政
党
の
支
部
）

自
由
民
主
党
宮
城
県
衆
議
院
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分
　
法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号

公
職
の
候
補
者
の
氏
名
　
大
久
保
三
代

公
職
の
候
補
者
に
係
る
公
職
の
種
類
　
衆
議
院
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 18（
28. ２

. ４
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
す
る
党
名
取
市
議
会
第
一
支
部

報
告
年
月
日
　
28. ３

. ４
（
28. １

. 27解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
資
金
管
理
団
体
）

大
槻
正
俊
と
共
に
21世
紀
の
太
白
を
考
え
る
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
槻
　
正
俊

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 24（
28. ３

. 14解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

大
庭
ま
さ
ひ
ろ
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
庭
　
雅
寛

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. １
（
28. ２

. 12解
散
）

１
　
収
入
総
額

513,085 

　
　
　
本
年
収
入
額

513,085 

２
　
支
出
総
額

513,085 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

513,085 

　
　
　
個
人
分

513,085 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

123,899 

　
　
　
人
件
費

55,080 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

63,319 

　
　
　
事
務
所
費

5,500 

　
　
政
治
活
動
費
　

389,186 

　
　
　
組
織
活
動
費

6,600 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

365,306 

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

365,306 

　
　
　
調
査
研
究
費

17,280 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
大
庭
雅
寛

323,085 仙
台
市
泉
区

　
　
岩
田
茂
治

100,000 仙
台
市
若
林
区

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

90,000 

公
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
伏
見
　
公
秀

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 20解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 
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１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

相
沢
た
だ
し
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 11（
28. ３

. 10解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

阿
部
け
い
や
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ２

. 29（
27. ８

. 25解
散
）

１
　
収
入
総
額

8,600 

　
　
　
前
年
繰
越
額

8,600 

２
　
支
出
総
額

0 

安
細
隆
之
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
27. 12. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

51,539 

　
　
　
前
年
繰
越
額

51,539 

２
　
支
出
総
額

0 

小
野
絹
子
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. １
（
28. ２

. 29解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

か
ま
た
実
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 10（
28. ３

. 10解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

熊
谷
よ
し
お
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 31（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

2,236 

　
　
　
前
年
繰
越
額

2,236 

２
　
支
出
総
額

2,236 

３
　
支
出
の
内
訳

熊
谷
経
済
懇
話
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
熊
谷
　
善
夫

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 31（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

中
村
い
さ
お
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
中
村
　
　
功

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 30（
27. ８

. 12解
散
）

１
　
収
入
総
額

486,048 

　
　
　
前
年
繰
越
額

386,048 

　
　
　
本
年
収
入
額

100,000 

２
　
支
出
総
額

486,048 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収
入

100,000 

　
　
　
自
由
民
主
党
宮
城
県
支
部
連
合
会

100,000 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

486,048 

　
　
　
人
件
費

376,000 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

110,048 

ま
つ
む
ら
敬
子
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
松
村
　
敬
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
多
賀
城
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 23（
28. ３

. 23解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

み
ね
ぎ
し
淳
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
嶺
岸
　
淳
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
塩
竈
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 23（
28. ３

. 23解
散
）
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経
常
経
費

2,236 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

2,236 

坂
本
義
也
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 14（
27. 12. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

し
む
ら
新
一
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 24（
28. ３

. 22解
散
）

１
　
収
入
総
額

49,140 

　
　
　
前
年
繰
越
額

8,418 

　
　
　
本
年
収
入
額

40,722 

２
　
支
出
総
額

49,140 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

40,722 

　
　
　
個
人
分

40,722 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

49,140 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

49,140 

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

49,140 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

40,722 

高
橋
た
く
や
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. １
（
28. ２

. 29解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

髙
橋
好
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. １

. 26（
28. ３

. ６
解
散
）

１
　
収
入
総
額

227,701 

　
　
　
前
年
繰
越
額

227,701 

２
　
支
出
総
額

0 

遠
田
の
未
来
を
つ
く
る
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 30（
27. ８

. 12解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

中
村
善
吉
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
27. 12. 23解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

日
本
共
産
党
高
見
の
り
子
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
28. ２

. 29解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

日
本
共
産
党
福
島
か
ず
え
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
28. ３

. 15解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

ふ
し
み
公
秀
の
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 20解
散
）

１
　
収
入
総
額

75,552 

　
　
　
本
年
収
入
額

75,552 

２
　
支
出
総
額

75,552 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

75,552 

　
　
　
個
人
分

75,552 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

75,552 

　
　
　
事
務
所
費

75,552 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
伏
見
公
秀

70,000 仙
台
市
宮
城
野
区

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

5,552 
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〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
八
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
政
党
の
支
部
）

自
由
民
主
党
宮
城
県
衆
議
院
支
部

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
の
区
分
　
法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号

公
職
の
候
補
者
の
氏
名
　
大
久
保
三
代

公
職
の
候
補
者
に
係
る
公
職
の
種
類
　
衆
議
院
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 18（
28. ２

. ４
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に
す
る
党
名
取
市
議
会
第
一
支
部

報
告
年
月
日
　
28. ３

. ４
（
28. １

. 27解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
資
金
管
理
団
体
）

大
槻
正
俊
と
共
に
21世
紀
の
太
白
を
考
え
る
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
槻
　
正
俊

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 24（
28. ３

. 14解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

大
庭
ま
さ
ひ
ろ
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
庭
　
雅
寛

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の
指
定
期
間
　
１
. １
～
２
. 12

報
告
年
月
日
　
28. ３

. ４
（
28. ２

. 12解
散
）

真
壁
茂
信
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 18（
27. 12. 20解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

森
久
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 18解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

谷
津
寿
彦
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
27. 12. １

解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

夢
実
行
市
民
の
会
塩
竈
み
な
と
未
来

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 15（
27. 12. 26解

散
）

１
　
収
入
総
額

375,773 

　
　
　
前
年
繰
越
額

320,826 

　
　
　
本
年
収
入
額

54,947 

２
　
支
出
総
額

375,773 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

54,947 

　
　
　
個
人
分

54,947 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

66,000 

　
　
　
人
件
費

66,000 

　
　
政
治
活
動
費

309,773 

　
　
　
組
織
活
動
費

88,684 

　
　
　
選
挙
関
係
費

221,089 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
大
橋
英
明

54,947 塩
竈
市
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１
　
収
入
総
額

4,176 

　
　
　
本
年
収
入
額

4,176 

２
　
支
出
総
額

4,176 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

4,176 

　
　
　
個
人
分

4,176 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

4,176 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

4,176 

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

4,176 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

4,176 

公
の
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
伏
見
　
公
秀

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 20解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

熊
谷
経
済
懇
話
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
熊
谷
　
善
夫

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 31（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

ま
つ
む
ら
敬
子
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
松
村
　
敬
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
多
賀
城
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 23（
28. ３

. 23解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

み
ね
ぎ
し
淳
一
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
嶺
岸
　
淳
一

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
塩
竈
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 23（
28. ３

. 23解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

相
沢
た
だ
し
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 11（
28. ３

. 10解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

小
野
絹
子
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. １
（
28. ２

. 29解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

か
ま
た
実
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 10（
28. ３

. 10解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

熊
谷
よ
し
お
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 31（
28. ３

. 31解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

し
む
ら
新
一
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 24（
28. ３

. 22解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

高
橋
た
く
や
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. １
（
28. ２

. 29解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 
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〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
及
び
同
項
第
二
号
の
規
定
に

よ
り
、次
の
と
お
り
資
金
管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
及
び
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
九
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

取
消
年
月
日

大
槻　

正
俊

大
槻
正
俊
と
共
に
21
世
紀
の
太
白
を
考
え
る
会

平
成
二
十
八
年
三
月
十
四
日

大
庭　

雅
寛

大
庭
ま
さ
ひ
ろ
後
援
会

平
成
二
十
八
年
二
月
十
二
日

熊
谷　

善
夫

熊
谷
経
済
懇
話
会

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日

中
村　
　

功

中
村
い
さ
お
後
援
会

平
成
二
十
七
年
八
月
十
二
日

畠
山　

昌
樹

畠
山
昌
樹
の
会

平
成
二
十
八
年
三
月
一
日

伏
見　

公
秀

公
の
会

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日

松
村　

敬
子

ま
つ
む
ら
敬
子
後
援
会

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日

嶺
岸　

淳
一

み
ね
ぎ
し
淳
一
後
援
会

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日

森　
　

久
一

森
久
一
後
援
会

平
成
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日

㈡　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

佐
々
木　

両
道

都
市
政
経
研
究
会

平
成
二
十
七
年
九
月
四
日

監
査
委
員

髙
橋
好
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. ７
（
28. ３

. ６
解
散
）

１
　
収
入
総
額

227,701 

　
　
　
前
年
繰
越
額

227,701 

２
　
支
出
総
額

0 

日
本
共
産
党
高
見
の
り
子
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
28. ２

. 29解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

日
本
共
産
党
福
島
か
ず
え
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 28（
28. ３

. 15解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

ふ
し
み
公
秀
の
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 20解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

森
久
一
後
援
会

報
告
年
月
日
　
28. ３

. 22（
28. ３

. 18解
散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
21号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
28年
４
月
19日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
中
　
　
山
　
　
耕
　
　
一
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
坂
　
　
下
　
　
　
　
　
賢
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
28年
２
月
18日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
28年
３
月
23日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
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県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
116,736,889円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
226,450,056円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
343,186,945円

　
　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
137,232,016円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
374,011,109円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
511,243,125円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
25年
３
月
に
策
定
し
た
｢県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
｣，「
平
成
27年
度
県
税
事
務
運
営
」
並

び
に
当
所
の
｢平
成
27年
度
事
務
実
施
計
画
｣
に
基
づ
き
，
次
の
と
お
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
と
県
税
収
入
の

確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
管
内
町
村
と
協
働
で
滞
納
整
理
等
を
行
う
組
織
｢チ
ー
ム
T
.O
.T
.O
｣
の
取
組

と
し
て
，
町
村
と
協
議
の
上
，
滞
納
整
理
対
象
事
案
を
43件
と
し
，
町
村
徴
税
吏
員
の
相
互
併
任
と
県
税
職
員

の
町
村
併
任
制
度
を
生
か
し
，
常
に
情
報
を
密
に
交
換
し
な
が
ら
滞
納
額
縮
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま

た
，
｢チ
ー
ム
T
.O
.T
.O
｣
対
象
事
案
以
外
に
も
，
従
前
か
ら
行
っ
て
き
た
共
同
催
告
・
共
同
徴
収
に
取
り
組

ん
だ
ほ
か
，
地
方
税
法
第
48条
に
基
づ
く
直
接
徴
収
と
し
て
，
町
村
か
ら
９
件
引
受
け
し
徴
収
に
努
め
る
な
ど
，

町
村
支
援
の
た
め
各
種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
差
押
え
中
心
の
滞
納
整
理
を
積
極
的
に
進
め
，
自
動
車
の
集
中
差

押
え
を
は
じ
め
，
預
貯
金
や
給
与
等
の
債
権
差
押
え
に
よ
る
取
立
や
捜
索
に
よ
る
動
産
の
差
押
え
・
引
き
揚
げ

等
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
引
き
揚
げ
た
動
産
は
市
町
村
と
の
合
同
公
売
会
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に
付
し
て

換
価
す
る
な
ど
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
⑵
　
東
部
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
125,106,153円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
396,167,165円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
521,273,318円

　
　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
131,854,644円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
506,243,228円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
638,097,872円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
25年
３
月
に
策
定
し
た
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
平
成
27年
度
県
税
事
務
運
営
」

に
基
づ
き
，
次
の
と
お
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
，
税
収
の
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
共
同
催
告
，
合
同
捜
索
及
び
地
方
税
法
第
48条
に
よ
る
直
接
徴
収
を
実
施
し
た

ほ
か
，
市
町
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催
や
県
税
還
付
金
の
差
押
え
支
援
な
ど
市
町
支
援
の
各
種
事
業

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
預
貯
金
，
給
与
等
の
債
権
を
中
心
と
し
た
財
産
調
査
を
積
極
的
に

進
め
，
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
活
用
し
，
効
果
的
な
催
告
を
行
い
自
主
納
付
に
繋
げ
る
と
と
も
に
，
差
押
え
等

の
滞
納
処
分
を
実
施
し
た
。

　
⑶
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 42,707,069円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
144,382,907円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
187,089,976円

　
　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
 80,399,219円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
117,170,662円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
197,569,881円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
及
び
「
平
成
27年
度
県
税
事
務
運
営
」
に
基
づ
き
，
次
の
と
お
り
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収
入
未
済
額
の
縮
減
及
び
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
登
米
市
と
の
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
及
び
東
部
県
税
事
務
所
，
東
部
県
税
事
務

所
登
米
地
域
事
務
所
，
気
仙
沼
県
税
事
務
所
合
同
で
管
内
市
町
職
員
を
対
象
と
し
た
滞
納
処
分
研
修
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
，
県
税
還
付
金
差
押
え
支
援
や
税
務
関
係
者
が
集
ま
る
会
合
等
に
お
い
て
特
別
徴
収
義
務
者
指

定
の
普
及
啓
発
を
行
っ
た
。
ま
た
，
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
中
に
お
い
て
は
，
登
米
市
長
と
の
連
名
に

よ
る
共
同
催
告
書
の
発
送
を
行
う
な
ど
，
登
米
市
の
徴
収
対
策
を
推
進
す
る
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
大
口
滞
納
者
等
の
事
案
検
討
会
を
５
回
開
催
し
，
対
応
方
針
を
確

認
・
決
定
し
な
が
ら
，
早
期
の
住
民
税
等
財
産
調
査
を
実
施
し
，
預
貯
金
や
給
与
を
中
心
と
し
た
差
押
え
等
の

滞
納
処
分
を
積
極
的
に
行
っ
た
。
ま
た
，
財
産
調
査
等
の
結
果
，
資
力
の
な
い
滞
納
者
に
つ
い
て
は
，
滞
納
処

分
執
行
停
止
等
を
行
う
な
ど
適
切
な
債
権
管
理
に
努
め
た
。

　
⑷
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
賃
金
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
臨
時
職
員
の
賃
金
に
つ
い
て
，
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
給
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
４
件

　
　
　
・
金
額
　
259,742円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
再
発
防
止
の
た
め
，
会
計
課
で
作
成
し
て
い
る
会
計
事
務
例
月
処
理
カ
レ
ン
ダ
ー
を
活
用
し
，
班
内
職
員
間

で
声
を
掛
け
合
い
，
迅
速
か
つ
適
切
に
支
払
事
務
を
行
う
と
と
も
に
，
今
年
度
か
ら
導
入
し
て
い
る
内
部
統
制

シ
ス
テ
ム
に
基
づ
く
，
状
況
確
認
，
処
理
促
進
の
声
掛
け
と
，
相
互
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
，
適
正
な
会
計
事
務
に

努
め
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑸
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
及
び
過
誤
払
返
納
金
に
お
い
て
，
収
入
未

済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
 6,331,290円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
42,580,317円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
48,911,607円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
 5,777,476円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
42,927,586円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
48,705,062円

　
　
　
　
○
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
13,619,606円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
29,348,902円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
42,968,508円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
 9,126,522円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
22,377,576円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
31,504,098円

　
　
　
　
○
過
誤
払
返
納
金
（
生
活
保
護
扶
助
費
返
納
金
等
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
 　
259,581円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
 　
870,489円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
　
1,130,070円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
 　
548,361円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
 　
322,128円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
 　
870,489円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
 　
平
成
27年
４
月
に
第
１
回
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
対
策
検
討
会
を
開
催
し
，
収
入
未
済
額
縮
減
に
向
け
た

行
動
計
画
，
取
組
方
針
，
収
入
未
済
額
縮
減
に
当
た
っ
て
の
職
員
の
心
構
え
を
策
定
し
た
。

　
　
　
 　
収
入
未
済
額
縮
減
に
当
た
っ
て
は
，
滞
納
発
生
の
未
然
防
止
策
と
滞
納
発
生
後
の
回
収
策
を
実
践
し
た
。

　
　
　
 　
未
然
防
止
策
と
し
て
は
，
貸
付
申
請
時
に
借
受
人
，
連
帯
借
受
人
，
連
帯
保
証
人
と
面
接
し
，
資
金
計
画
の

精
査
等
を
行
う
と
と
も
に
，
償
還
開
始
前
に
も
借
受
人
等
と
の
面
接
を
行
い
償
還
に
つ
い
て
の
意
識
付
け
を

行
っ
た
。
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・
平
成
26年
度
分
収
入
未
済
額
の
処
理
状
況

　
　
　
　
　
平
成
26年
度
収
入
未
済
額
　
　
　
　
　
1,130,070円

　
　
　
　
　
収
入
済
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    　

　
0円

　
　
　
　
　
不
納
欠
損
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    　

　
0円

　
　
　
　
　
平
成
28年
１
月
末
現
在
収
入
未
済
額
　
1,130,070円

　
⑹
　
北
部
保
健
福
祉
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
調
定
遺
漏
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う

に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
つ
い
て
，
年
度
末
の
未
収
金
に
係
る
調
定
を
行
わ
な
か
っ
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
１
件

　
　
　
・
調
定
遺
漏
金
額
　
466,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
監
査
委
員
事
務
局
の
指
導
に
基
づ
き
，
即
日
，
過
年
度
分
に
お
け
る
調
定
及
び
今
後
の
処
理
に
つ
い
て
会
計

課
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
，
過
年
度
分
に
つ
い
て
は
，
平
成
25年
度
の
出
納
閉
鎖
後
に
一
括
調
定
す
べ
き
で
あ
っ

た
が
，
既
に
遡
及
処
理
は
で
き
な
い
こ
と
か
ら
，
現
時
点
で
の
残
債
分
の
一
括
調
定
を
行
い
処
理
さ
れ
た
い
，

と
の
回
答
を
得
て
，
指
導
に
基
づ
き
，
即
日
，
現
時
点
で
の
残
債
全
額
（
466,000円

）
の
調
定
を
行
っ
た
。

　
　
　
 　
今
後
の
対
応
と
し
て
は
，
引
き
続
き
債
権
の
適
正
な
管
理
及
び
履
行
の
確
保
に
当
た
る
と
と
も
に
，
内
部
統

制
シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
に
よ
り
再
発
防
止
を
図
り
，
適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
・
平
成
27年
度
処
理
状
況

　
　
　
　
　
調
定
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
466,000円

　
　
　
　
　
収
入
済
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
50,000円

　
　
　
　
　
平
成
28年
１
月
末
現
在
収
入
未
済
額
　
416,000円

　
⑺
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管

理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
26年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
 　
滞
納
発
生
後
は
，
速
や
か
に
督
促
や
電
話
・
訪
問
等
に
よ
る
償
還
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
未
償
還
の
理
由

を
把
握
し
，
償
還
方
法
の
変
更
等
を
提
案
し
た
ほ
か
，
少
額
で
も
継
続
的
な
納
入
が
有
効
で
あ
る
場
合
に
は
，

分
納
に
よ
り
納
入
を
促
進
し
た
。
ま
た
，
集
中
取
組
期
間
を
設
定
し
，
電
話
・
文
書
・
家
庭
訪
問
を
効
果
的
に

組
み
合
わ
せ
た
償
還
指
導
や
職
場
訪
問
を
実
施
し
た
。

　
　
　
 　
な
お
，
平
成
28年
２
月
に
第
２
回
検
討
会
を
開
催
し
，
今
後
の
取
組
と
し
て
夜
間
徴
収
体
制
の
強
化
を
図
る

こ
と
と
し
，
夜
間
電
話
催
告
・
訪
問
指
導
を
実
施
し
た
。　

　
　
　
・
平
成
26年
度
分
収
入
未
済
額
の
処
理
状
況

　
　
　
　
　
平
成
26年
度
収
入
未
済
額
　
　
　
48,911,607円

　
　
　
　
　
収
入
済
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 5,465,119円

　
　
　
　
　
不
納
欠
損
額
　
　
　
　
　
　
　
　
   　
　
　
0円

　
　
　
　
　
平
成
28年
１
月
末
収
入
未
済
額
　
43,446,488円

　
　
　
○
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
 　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て
は
，
各
地
区
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
定
期
的
に
家
庭

訪
問
を
し
て
督
促
や
納
入
指
導
を
粘
り
強
く
行
い
，
収
入
未
済
の
解
消
を
図
っ
た
。
必
要
に
応
じ
て
，
履
行
延

期
の
手
続
に
つ
い
て
指
導
助
言
を
行
い
，
分
割
納
入
に
よ
る
収
入
未
済
解
消
に
努
め
た
。
ま
た
，
毎
月
，
生
活

支
援
第
一
班
と
生
活
支
援
第
二
班
と
の
副
所
長
等
を
交
え
た
生
活
保
護
定
例
班
会
議
に
お
い
て
，
収
入
未
済
者

の
一
覧
表
を
配
布
し
て
督
促
や
納
入
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
で
，
職
員
の
収
入
未
済
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ

せ
，
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
た
。
さ
ら
に
，
新
た
な
返
還
金
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
被
保
護
世
帯
の
状
況
を

適
切
に
把
握
す
る
と
と
も
に
，
被
保
護
者
に
対
し
て
は
，
年
度
初
め
に
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
を
配
布
し
適

切
な
収
入
申
告
に
つ
い
て
指
導
を
徹
底
し
た
。
ま
た
，
11月
に
「
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
返
還
金
等
納
入
事
務

実
施
要
領
」
を
定
め
，
適
正
な
債
権
管
理
と
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
た
。

　
　
　
・
平
成
26年
度
分
収
入
未
済
額
の
処
理
状
況

　
　
　
　
　
平
成
26年
度
収
入
未
済
額
　
　
　
　
　
42,968,508円

　
　
　
　
　
収
入
済
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 1,775,011円

　
　
　
　
　
不
納
欠
損
額
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
　
    　

　
0円

　
　
　
　
　
平
成
28年
１
月
末
現
在
収
入
未
済
額
　
41,193,497円

　
　
　
○
過
誤
払
返
納
金

　
　
　
 　
被
保
護
者
の
死
亡
や
転
出
等
に
よ
り
生
活
保
護
費
に
過
給
が
発
生
し
，
返
還
金
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
生

活
保
護
扶
助
費
返
還
金
と
同
様
に
，
督
促
や
返
還
の
指
導
を
徹
底
し
，
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
た
。
今
後
も

継
続
し
て
返
還
の
解
消
に
努
め
る
と
と
も
に
，
新
た
な
返
還
金
が
発
生
し
な
い
よ
う
定
期
的
な
家
庭
訪
問
を
行

い
被
保
護
者
の
生
活
及
び
収
入
状
況
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。
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現
年
度
分
　
　
　
 2,682,225円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
11,927,585円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
14,609,810円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
25年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
　
 4,002,285円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
　
　
　
 9,735,890円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
　
　
　
13,738,175円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
 　
未
納
者
に
対
し
て
，
督
促
状
に
よ
る
通
知
後
，
電
話
，
文
書
及
び
直
接
訪
問
に
よ
る
償
還
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
 　
未
納
者
の
中
に
は
，
心
身
不
調
の
問
題
を
抱
え
た
り
，
経
済
的
に
不
安
定
な
家
庭
も
多
く
，
償
還
が
滞
る
家

庭
が
見
受
け
ら
れ
る
が
，
今
後
も
引
き
続
き
未
納
者
に
寄
り
添
っ
た
指
導
を
行
う
と
と
も
に
，
分
納
等
，
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
 　
ま
た
，
所
内
に
未
済
金
に
係
る
個
別
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
す
る
未
済
金
対
策
会
議
を
設
立
し
，
今
年
度

は
11月
と
２
月
に
強
化
月
間
を
設
定
し
た
。
県
庁
か
ら
の
注
意
文
書
と
同
時
期
に
催
告
書
を
送
付
し
，
男
性
職

員
の
同
行
訪
問
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
，
数
年
間
連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
未
納
者
と
接
触
す
る
こ
と
が
で
き
，

償
還
に
繋
が
っ
た
。

　
　
　
 　
さ
ら
に
，
貸
付
後
償
還
開
始
前
も
，
在
学
証
明
書
や
住
所
変
更
届
，
現
況
調
査
等
の
提
出
に
つ
い
て
働
き
か

け
，
状
況
の
変
化
を
予
め
把
握
す
る
こ
と
で
，
早
い
段
階
か
ら
収
入
未
済
の
発
生
防
止
に
努
め
る
。

　
　
　
・
平
成
26年
度
分
収
入
未
済
額
の
処
理
状
況

　
　
　
　
　
平
成
26年
度
収
入
未
済
額
　
　
　
　
　
14,609,810円

　
　
　
　
　
収
入
済
額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 2,076,349円

　
　
　
　
　
不
納
欠
損
額
　
　
　
　
　
　
     　

　
　
　
　
　
0円

　
　
　
　
　
平
成
28年
１
月
末
現
在
収
入
未
済
額
　
12,533,461円

　
⑻
　
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
　
報
酬
に
お
い
て
，
支
払
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
非
常
勤
職
員
の
報
酬
に
つ
い
て
，
支
給
定
日
を
過
ぎ
て
支
給
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
・
金
額
　
119,727円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
担
当
者
及
び
出
納
員
が
，
会
計
事
務
例
月
処
理
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
出

納
員
が
担
当
者
へ
定
期
的
に
声
掛
け
を
行
う
こ
と
と
し
た
ほ
か
，
非
常
勤
職
員
の
報
酬
（
支
給
定
日
21日
）
の

事
務
処
理
を
，
臨
時
職
員
の
賃
金
（
支
給
定
日
10日
）
の
支
払
事
務
処
理
時
期
と
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
，
処
理

漏
れ
の
防
止
を
図
っ
た
。

　
⑼
　
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
港
湾
施
設
使
用
料（
水
域
占
用
料
）の
徴
収
に
お
い
て
，督
促
を
行
わ
な
い
た
め
延
滞
金
を
徴
収
で
き
な
か
っ

た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
・
調
定
金
額
　
400,580円

　
　
　
・
延
滞
金
額
　
 28,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
会
計
事
務
に
関
す
る
認
識
不
足
に
よ
る
複
数
の
ミ
ス
が
重
な
っ
た
た
め
発
生
し
た
不
適
切
な
事
務
処
理
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
，
今
後
は
，
会
計
事
務
担
当
職
員
と
許
認
可
事
務
担
当
者
間
の
連
携
を
密
に
し
，
会
計
制
度

に
関
す
る
知
識
の
習
得
及
び
適
切
な
会
計
事
務
の
執
行
に
努
め
る
。

　
　
　
 　
ま
た
，
財
務
シ
ス
テ
ム
出
力
帳
票
等
を
活
用
し
て
事
務
処
理
状
況
や
対
応
策
を
複
数
の
目
で
確
認
す
る
な

ど
，
内
部
統
制
の
周
知
徹
底
に
よ
り
会
計
事
務
等
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
，
関
係
法
令
等
の

遵
守
や
公
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。
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